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今日から一年生
（１５．４　東原小学校にて）

福
祉
・
環
境
・
防
災
を
三
本
柱
に

　

三
月
定
例
会
は
二
月
二
十
六
日
に
開
会
し
、
市
長
提
出
議
案
四
十
二
件
、
議
員
提
出

議
案
十
二
件
、
陳
情
十
三
件
を
審
議
し
、
三
月
二
十
四
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
議

会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
の
市
政
を
決
め
る
当
初
予
算
案
や
、
介
護
保
険
料
の
六
段
階

方
式
導
入
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
・
同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
度
予
算
は
、
三
月

二
十
四
日
の
本
会
議
で
決
定
し
ま

し
た
。
一
般
会
計
と
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算

総
額
は
、
五
百
七
十
六
億
三
千
二

百
二
十
一
万
二
千
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
二
・
五
㌫
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
三
百
十
億
千
七
百

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
七
億
三

千
四
百
万
円
の
増
、
率
に
し
て

二
・
四
㌫
の
増
で
あ
り
、
厳
し
い

社
会
情
勢
の
中
で
、
地
方
分
権
に

ふ
さ
わ
し
い
、
簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た

め
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
、
費
用

対
効
果
の
的
確
な
把
握
等
を
基
本

に
置
い
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
、
審
査
い
た
し
ま
し

た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
五
二
・
一

㌫
を
占
め
る
市
税
が
百
六
十
一
億

七
千
百
六
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
二
･
二
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
個
人
市
民
税
の

納
税
義
務
者
数
は
増
加
し
て
い
る

も
の
の
長
引
く
景
気
低
迷
の
た
め
、

個
人
所
得
の
減
少
を
見
込
み
、
ま

た
今
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
の
年
で
あ
り
、
特
に
在
来
家

屋
評
価
額
の
減
価
率
を
見
込
み
減

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
庫
支
出

　

予
算
総
額
は
、
三
十
億
七
千
七

十
六
万
八
千
円
で
前
年
度
に
比
べ

二
・
九
㌫
の
増
で
す
。
本
年
度
は

受
水
費
の
関
係
で
神
奈
川
県
内
広

域
水
道
企
業
団
の
単
価
改
正
が
さ

れ
、
基
本
料
金
が
本
体
事
業
分
と

寒
川
事
業
分
に
分
か
れ
、
こ
れ
に

従
量
料
金
と
事
務
費
を
加
え
た
も

の
に
変
更
と
な
り
、
前
年
度
に
比

べ
六
・
〇
㌫
増
の
三
億
九
千
三
百

五
十
二
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
第
二
配
水
場

二
号
池
耐
震
改
良
工
事
、
第
一
水

源
ポ
ン
プ
所
電
気
設
備
外
更
新
工

事
な
ど
で
す
。審
査
の
過
程
で
は
、

財
政
計
画
が
で
き
て
い
な
い
、
給

水
人
口
の
推
計
値
が
高
い
の
で
水

道
で
統
計
的
に
判
断
し
た
ら
ど
う

か
、
水
道
料
金
改
定
と
将
来
の
経

急
医
療
体
制
の
開
始
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
地
方
交
付

税
が
減
額
さ
れ
、
臨
時
財
政
対
策

債
で
の
対
応
と
な
り
償
還
財
源
が

交
付
税
措
置
さ
れ
る
こ
と
に
関
し

て
、
環
境
面
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
関
連
で
対
象
の
範
囲
を
庁
舎

以
外
の
他
の
公
共
施
設
に
拡
大
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
展
望
、
新
た

に
障
害
福
祉
支
援
費
制
度
が
四
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
伴
い

そ
の
基
本
と
な
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
整
備
状
況
、
住
民
基
本
台
帳
カ 

ー
ド
シ
ス
テ
ム
開
発
費
と
実
際
の

利
便
性
の
費
用
対
効
果
と
今
後
の

利
用
拡
大
に
つ
い
て
、
教
育
関
係

で
は
少
人
数
学
級
の
必
要
性
と
問

題
点
等
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
積
極
的
な
論
議
が
さ
れ
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

費
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
な
ど
に

つ
い
て
論
議
さ
れ
、採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　　

予
算
総
額
は
、
九
十
六
億
九
百

八
万
六
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
一

二
・
三
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
厳
し

い
社
会
情
勢
等
を
背
景
に
、
加
入

世
帯
や
被
保
険
者
の
増
加
が
続
い

て
お
り
、
加
え
て
高
齢
化
、
医
療

技
術
の
高
度
化
等
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
、
平
成
十
四
年
度
の
医
療

制
度
改
正
に
よ
る
老
人
医
療
対
象

年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
な
ど
に

よ
り
、
財
政
運
営
上
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
国
保
税
滞

納
者
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
今
年

度
よ
り
収
納
嘱
託
員
を
採
用
し
、

収
納
強
化
を
図
る
旨
の
説
明
が
さ

金
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
や
児
童
扶

養
手
当
負
担
金
等
の
増
額
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
二
五
・
一
㌫
増
の

二
十
九
億
七
千
九
百
二
十
八
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付

税
の
一
部
が
臨
時
財
政
対
策
債
に

振
替
措
置
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
前
年
度
比
三
一
・
一
㌫
増
の
二

十
六
億
二
千
九
百
九
十
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
の
構
成
比

が
二
七
・
九
㌫
と
昨
年
に
引
き
続

き
最
も
高
く
、
八
十
六
億
四
千
八

百
六
十
二
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
六
・
〇
㌫
の
増
、
衛
生
費
の
構

成
比
が
一
二
・
二
㌫
で
三
十
七
億

八
千
九
百
六
十
三
万
五
千
円
、
前

年
度
に
比
べ
七
・
二
㌫
の
増
、
公

債
費
の
構
成
比
が
一
二
・
七
㌫
で

三
十
九
億
三
千
百
六
十
三
万
二
千

円
、
前
年
度
に
比
べ
五
・
八
㌫
の

減
、
教
育
費
の
構
成
比
が
一
一
・

五
㌫
で
三
十
五
億
五
千
百
五
十
三

万
八
千
円
、
前
年
度
に
比
べ
七
・

四
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
、
市
民
が
健
康
で

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
と
し
て

健
康
文
化
都
市
大
学
開
催
事
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
推
進
事

業
、
ご
み
減
量
化
及
び
資
源
化
の

推
進
と
し
て
商
店
街
へ
の
ご
み
減

量
処
理
機
リ
ー
ス
事
業
及
び
マ
イ

バ
ッ
ク
の
貸
し
出
し
に
よ
る
ご
み

減
量
化
事
業
、
小
・
中
学
校
扇
風

機
設
置
事
業
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
公
立
保
育
園
の
延

長
保
育
の
実
施
、
高
齢
者
福
祉
事

業
と
し
て
多
様
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
介
護
保
険
料
の
六
段
階

方
式
の
導
入
、
座
間
市
休
日
急
患

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
す
る
小
児
救

れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　　

予
算
総
額
は
、
四
十
八
億
八
千

四
百
八
十
六
万
九
千
円
で
前
年
度

に
比
べ
二
・
三
㌫
の
増
で
す
。
公

共
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
四
十
八

年
に
、
事
業
に
着
手
し
て
以
来
三

十
年
余
が
経
過
し
、
整
備
率
は
市

街
化
区
域
の
約
八
五
・
四
㌫
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
事
業
認
可
区
域
内

の
汚
水
管
整
備
の
促
進
を
図
る
た

め
前
年
度
に
引
き
続
き
、
相
武

台
・
緑
ヶ
丘
地
域
を
中
心
に
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
都
市
型
の

浸
水
解
消
を
目
的
と
し
た
雨
水
管

整
備
を
図
る
べ
く
、
座
間
・
栗
原
・

ひ
ば
り
が
丘
地
域
で
整
備
工
事
を

実
施
、
本
年
度
は
約
八
九
・
五
二

㌫
の
整
備
率
と
な
る
見
込
み
で
す
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

　　

予
算
総
額
は
、
六
十
一
億
二
百

二
十
九
万
六
千
円
で
前
年
度
に
比

べ
三
・
六
㌫
の
減
で
す
。

　

主
な
内
容
は
医
療
給
付
費
の
五

十
九
億
六
千
二
百
八
万
三
千
円
等

で
す
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

　　

予
算
総
額
は
、
二
十
九
億
四
千

八
百
十
九
万
三
千
円
で
前
年
度
に

比
べ
一
〇
・
二
㌫
の
減
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
第
二
期
介
護
保
険

事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
よ
り
、
居
宅
介
護
及
び
施
設
サ 

ー
ビ
ス
事
業
等
の
充
実
と
円
滑
な

運
営
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
年

度
よ
り
低
所
得
者
層
の
負
担
を
軽

減
す
る
必
要
性
か
ら
介
護
保
険
料

の
六
段
階
方
式
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

水
道
事
業
会
計

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

老
人
保
健
特
別
会
計

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

３月定例会


